
令和８年６月

77号

　３月５日に見守りあんしんネットワーク連絡会を開催し、
地域で日頃の業務や活動の中で見守りにご協力いただいてい
る団体や関係機関にご参加いただきました。
　この度新たに６団体の皆様に活動協力団体として登録いた
だき、見守りの輪がさらに広がりました。
　連絡会では、山都町の現状や地域全体で支え合う体制づく
りが大切であることなどをお話ししました。また、地域での
活動事例として「上差尾自治振興区健康福祉部」工藤様、「清
和郵便局」白鷹様に発表いただき、役員の方々による見守り
についての意識付けを行っていること、迷ったらすぐに役場
や社協へ連絡することなどをお話しいただきました。
　連絡会に参加された方からも日頃の取り組みについてお話
しいただき、地域での日頃の見守り活動の大切さについて共
有する機会となりました。

新たに登録
された事業所

まこと薬局 水の里調剤薬局 オオルリ薬局

はままち薬局 山都もみじ薬局 有限責任事業組合 山都交通

山都町見守りあんしん山都町見守りあんしん
ネットワーク連絡会  開催ネットワーク連絡会  開催

当日は代表して「まこと薬局」
木山様に登録証を交付しました
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２
月
18
日
開
催
の
理
事
会
並
び
に
２
月
27
日
開
催
の
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
令
和

８
年
度
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
及
び
法
人
会
計
予
算
に
つ
い
て
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

本
年
度
山
都
町
社
協
は
次
の
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
８
年
度

　

山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

令
和
８
年
度

　

社
会
福
祉
法
人
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
会
計
予
算
書

　
重
　
点
　
事
　
項

⑴
第
4
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
沿
っ
た
事
業
の
実
施

⑵
役
員
・
評
議
員
研
修
会
の
実
施
及
び
職
員
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施

⑶
山
都
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
継
続
実
施

⑷�

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施(
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
、

参
加
支
援
の
取
り
組
み)

⑸�

介
護
保
険
・
総
合
事
業
の
研
究
と
適
正
な
経
営

⑹
行
政
及
び
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
及
び
意
見
交
換
会
の
実
施

⑺
災
害
に
備
え
た
防
災
、
業
務
継
続
計
画
の
更
新

⑻
高
齢
者
福
祉
施
設
の
健
全
な
運
営 

⑼
清
和
保
健
セ
ン
タ
ー
施
設
の
管
理
受
託

⑽�

第
16
回
火
の
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
復
興
10
年
く
ま
も
と
」

　
上
益
城
・
熊
本
市
大
会　
令
和
８
年
11
月
７
日
㈯
熊
本
城
ホ
ー
ル

⑾
福
祉
人
材
の
確
保

　

地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
の
各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

①
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

②
山
都
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

③
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施

④
地
域
支
え
合
い
活
動
の
推
進

⑤
地
域
福
祉
の
啓
発
と
人
材
育
成
・
発
掘

⑥
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
事
業
受
託

⑦
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
協
議
、
研
究

⑧
山
都
町
か
ら
の
施
設
管
理
、
移
動
支
援
事
業
の
受
託

⑨
災
害
に
備
え
た
防
災
、
福
祉
支
援
体
制
の
強
化

⑩
経
営
基
盤
強
化
・
見
え
る
化
の
推
進

法人会計収入
（円)

会費収入 5,040,000

寄附金収入 2,580,000

経常経費補助金収入 23,727,000

受託金収入 51,325,578

共同募金配分金収入 2,000,000

事業収入 2,831,000

介護保険事業収入 68,097,960

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業等収入 1,523,000

受取利息配当金収入 100,000

その他の収入 255,000

積立資産取崩収入 2,620,000

拠点区分間繰入金収入 12,000,000

サービス区分間繰入金収入 8,848,000

前期末支払資金残高 108,875,000

経常収入計 289,822,538

法人会計支出
（円)

人件費支出 141,884,496

事業費支出 16,873,217

事務費支出 18,502,724

共同募金配分事業費 2,000,000

助成金支出 3,824,000

積立資金支出 893,000

拠点区分間繰入金支出 12,000,000

サービス区分間繰入金支出 8,848,000

当期末支払資金残高 84,997,101

経常支出計 289,822,538
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令
和
７
年
度
特
別
会
員
の
加
入
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

左
記
の
団
体
・
個
人
様
よ
り
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

地
域
福
祉
諸
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

順
不
同　

敬
称
略

会
　
社
　
名

代
表
者

住
所

（
株
）
平
山
商
店

平
山　
順
一
馬
見
原

 

蘇
陽
葬
祭
（
株
）

木
村　
修
生
馬
見
原

（
有
）
工
藤
石
油

工
藤
陽
一
郎
馬
見
原

（
有
）
マ
ル
カ
プ
ロ
パ
ン

甲
斐　
　
徹
馬
見
原

（
宗
）
長
久
寺

山
本　
剛
典
馬
見
原

 

他
力
鮮
魚
店

他
力　
雄
二
馬
見
原

（
有
）
蘇
陽
調
剤
薬
局

岩
下　
琢
史
滝

上

（
福
）
蘇
清
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

蘇
望
苑

橋
野　
和
仁
滝

上

（
有
）
ヒ
ロ
セ
自
動
車

廣
瀬　
克
美
滝

上

（
株
）
今
村
建
設

今
村　
将
文
八

木

 

阿
蘇
農
業
協
同
組
合 

蘇
陽
支
所

田
上　
清
勝

今

（
有
）
サ
ン
ク
ス
商
会

田
上　
文
寛

今
 

南
阿
蘇
交
通
（
株
）

深
瀬　
俊
一

今

 

阿
蘇
森
林
組
合 

蘇
陽
支
所

河
津　
宗
範

今

（
有
）
ま
こ
と
薬
局

木
山　
　
誠
菅

尾

（
有
）
江
藤
自
動
車

工
藤　
豊
寛

柏

（
福
）
御
陽
会   

サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
明
星
学
園

武
元　
典
雅
神
ノ
前

 

幣
立
神
宮

春
木　
秀
紀
大

野

 

食
彩
の
里 

ふ
し
み

岩
本
な
り
さ
柳
井
原

（
株
）
松
下
商
会

山
下　
洋
之
馬
見
原

（
有
）
篠
田
商
事

篠
田　
博
文

柏

（
有
）
青
柳
自
動
車

青
柳　
高
義
大

平

（
有
）
古
閑
石
油

古
閑　
貴
士
大

平

（
有
）
荒
木
自
動
車

荒
木　
孝
生
大

平

（
有
）
清
和
建
設

武
原　
公
洋
大

平

 

ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
山
都
清
和
店

岩
本　
勇
次
大

平

 

上
益
城
農
業
協
同
組
合

田
原　
要
一
甲
佐
町
白
旗

（
一
財
）
文
楽
の
里
協
会

髙
橋　
稔
朗
大

平

（
有
）
佐
藤
商
会

佐
藤　
博
信
仮

屋

 

奥
村
塗
装

奥
村　
利
廣
仏

原

会
　
社
　
名

代
表
者

住
所

 

み
ず
た
ま
デ
ザ
イ
ン
（
株
）

小
坂　
　
寛
尾
野
尻

 

清
和
資
源

大
塚　
兼
雄
米

生

 

個
人

西
田　
孝
祐
米

生

 

個
人

前
田　
和
興
井
無
田

（
株
）
ま
ち
づ
く
り
や
べ

西
田　
　
毅
男

成

 

眞
乗
寺

真
野　
円
理
男

成

（
福
）
愛
郷
会 

御
岳
保
育
園

藤
山
誠
八
郎
男

成

（
有
）
大
谷
清
掃
公
社

大
谷　
啓
之
金

内

 

藤
岡
建
設

藤
岡　
孝
行
川

野

（
福
）
蘇
南
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
矢
部
大
矢
荘

瀬
戸　
浩
司
北
中
島

（
医
）
幸
翔
会 

瀬
戸
病
院

瀬
戸　
浩
司
北
中
島

 

坂
本
動
物
病
院

坂
本　
充
生
下
馬
尾

（
医
）
杏
章
会 

矢
部
広
域
病
院

坂
本　
達
彦
下
馬
尾

 
緑
川
森
林
組
合

坂
田
鉄
太
郎
下
馬
尾

（
有
）
幸
栄
産
業　
ユ
ー
ト
ピ
ア

芦
刈　
照
幸
下
馬
尾

 

山
下
で
ん
き

山
下　
雄
一
下

市

 

山
都
町
商
工
会

田
辺　
成
一
下

市

（
有
）
ま
る
は
タ
ク
シ
ー

浜
田　
征
紀
下

市

（
株
）
山
都
水
道
機
工

荒
木　
大
介
下

市

（
株
）
旅
企
画
山
都

梶
原　
博
之
下

市

（
株
）
坂
本
建
設

橋
本　
博
美
下

市

 

三
栄
開
発
（
株
）

薮　
　
隆
司
上

寺

（
有
）
甲
斐
工
業

甲
斐　
　
朗
上

寺

（
有
）
エ
ル
ア
ン
ド
エ
ス
ミ
カ
ツ

飯
星　
　
晃
上

寺

（
福
）
二
楽
会 

は
る
か
保
育
園

後
藤　
峰
晴
上

寺

（
福
）
日
生
会 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
浜
美
荘
佐
土
原
沙
弥
香
上

寺

（
株
）
み
ず
ほ
環
境
公
社

高
畑　
博
史
城

平

（
医
）
髙
田
会 

髙
田
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

髙
田　
憲
志
城

平
 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園 

明
光
保
育
園

赤
星　
光
洋
白
小
野

 

ラ
フ
ィ
ー
ヌ　
や
ま
び
こ

緒
方　
令
則
新

小

会
　
社
　
名

代
表
者

住
所

（
株
）
ラ
ン
バ
ー
や
ま
と

渡
邉　
文
昭
杉

木

 

三
栄
総
合
建
設
（
株
）

後
藤　
正
先
杉

木

（
株
）
尾
上
建
設

千

滝

（
一
社
）山
都
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

後
藤　
康
喜
千

滝

 

山
都
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

滝
口
美
智
子
千

滝

 

西
海
寺

高
村　
尚
丸
長

原

 

野
田
歯
科
医
院

野
田　
和
宏
浜

町

 

ヨ
シ
イ
印
刷
所

吉
井　
　
誠
浜

町

 

片
山
生
花
造
花
店

片
山　
　
裕
浜

町

（
合
資
）
本
さ
つ
ま
や

岸
本　
竜
彦
浜

町

 

や
む
ら
か
ん

水
洗　
睦
郎
浜

町

（
有
）
熊
日
矢
部
販
売
店

中
村　
嘉
宏
浜

町

（
株
）
協
信
工
業

田
辺　
成
一
浜

町

（
医
）
潤
幸
会　
伴
ク
リ
ニ
ッ
ク 

永
本　
展
英
浜

町

（
有
）
坂
梨
薬
局

坂
梨　
　
光
浜

町

（
名
）
ミ
ズ
ノ
文
昌
堂

水
野　
鋭
一
浜

町

（
株
）
肥
後
銀
行 

浜
町
支
店

西
村　
仁
志
浜

町

（
株
）
H
I
R
A
T
A 

熊
本
南
営
業
所

平
田　
直
樹
浜

町

 

有
限
責
任
事
業
組
合 

山
都
交
通

深
瀬　
俊
一
浜

町

（
医
）
皆
晴
会 

野
田
医
院

野
田　
秀
喜　
浜

町

 

正
光
寺

光
永　
篤
史

原

 

矢
部
開
発
（
株
）

上
田　
　
信
南

田

（
有
）
泉
金
物
店
建
材 

ビ
ッ
ク
セ
イ
コ
泉　
　
誠
子
南

田

 

西
邦
電
気
工
事
（
株
）
山
都
営
業
所

井
手　
健
吾
南

田

 

九
州
日
誠
電
氣
（
株
）

河
原　
康
文
南

田

（
福
）
五
色
会　
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
の
里

福
島　
正
剛
甲
佐
町

 

山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員

８
名

 

山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

４
名

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度 

山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会 

特
別
会
員
紹
介
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令和７年度に開催された各地域の活動をご紹介します。各地域で交流を楽しみながら、

支え合い活動や見守り活動を実施され、介護予防、生きがいづくりにつながっています。

～地域の活動紹介～

御岳東部：レクリエーション大会

清北：ふれあいサロン

大野フラワー会：いきなり団子作り

白糸第二：あゆの瀬大橋景観向上活動

清寿会：レクリエーション

あじさいサロン：レクリエーション

中島西部：親睦会及び食事会（80歳以上）

井無田：おれんじカフェ

水曜会：手工芸つるし飾り作り
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２
月
10
日
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
（
移
行

準
備
事
業
）
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
誰
も
が
「
地
域
の
一
員
」
と
し
て
、
分
野
ご
と

の
制
度
（
介
護
、
障
が
い
、
子
ど
も
等
）
に
と
ら
わ

れ
ず
、
相
談
者
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
合
う

「
地
域
共
生
社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
事
業
で
す
。
当
日
は
、
熊
本
学
園
大
学
の
今
吉
光

弘
氏
を
講
師
に
、
地
域
共
生
社
会
の
概
要
や
地
域
住

民
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
振
興
区
会
長
や
30
地
区
福
祉
会
長
、
民
生
委
員

児
童
委
員
の
他
、
行
政
、
町
議
会
議
員
、
医
療
・
福

祉
関
係
機
関
な
ど
、
地
域
を
支
え
る
様
々
な
立
場
の

総
勢
１
４
０
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
回
覧
板
は
な

る
べ
く
ポ
ス
ト
に
入
れ
ず
手
渡
し
す
る
よ
う
に
し
た

い
」、「
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト

を
復
活
さ
せ
た
い
」
な
ど
、
各
地
域
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
〜
19
日
に
か
け
て
第
３
回
山
都
町

30
地
区
福
祉
会
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
今
年
度
の
各
地
区
の
活
動
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
だ
き
、
振
り
返
り
と
情
報
共
有
を
行
い

ま
し
た
。
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
会
議
で
は
、
会
長
な
ら
で
は
の
担
い
手

に
関
す
る
悩
み
や
活
動
上
の
課
題
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
要
望
や
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
率
直
な
意
見

交
換
や
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
の
地
域
福
祉
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
に

向
け
て
、
今
回
の
会
議
で
共
有
さ
れ
た
取
り
組

み
や
ご
意
見
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
も
各

地
区
の
実
情
に
応
じ
た
活
動
の
推
進
と
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

2
月
20
日
、
清
和
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
力
校
担
当
者
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
対
面

式
で
の
情
報
交
換
会
は
5
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

始
め
に
社
協
が
行
う
福
祉
教
育
に
つ
い
て
説
明
し
各
学

校
よ
り
今
年
度
取
り
組
ん
だ
一
押
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
小
学
校
、
中
学
・

高
校
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し

て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
社
協
や
行
政
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
何
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
の
か
子
ど
も

達
に
伝
え
て
い
る
」
こ
と
や
「
小
学
生
の
鼓
笛
で
披
露
す
る

機
会
が
な
い
の
で
バ
ス
の
手
配
を
行
っ
て
頂
き
披
露
で
き
る

場
所
作
り
を
し
て
欲
し
い
」
等
の
活
発
な
意
見
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　４月より介護保険事業課　課長
をさせて頂いております、那須恵子
です。介護保険事業は厳しくなって
きていますが、少しでも地域の皆様
のお役に立てるよう頑張っていきた
いと思っています。よろしくお願い
します。

清和地区

蘇陽地区矢部地区

重層的支援体制整備事業（移行準備事業）講演会

第3回 山都町30地区福祉会長会議

ボランティア協力校 情報交換会職員紹介

那須　恵子

山都町社協だより5



就
職
や
住
ま
い
、家
計

管
理
な
ど
で
不
安
を

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

ど
の
よ
う
な
対
応
が
あ
る
か

支
援
員
が
一
緒
に
考
え
関
係

機
関
と
連
携
し
、
相
談
支
援

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

相
談
相
手
が
い
な
い

● 

収
入
が
減
っ
て
家
計
が

　

 

苦
し
い

● 

失
業
し
て
、
家
賃
が

　

 

払
え
な
い

● 

債
務
の
返
済
で

　

 

困
っ
て
い
る

● 

公
共
料
金
に
滞
納
が
あ
る

● 

求
職
活
動
が

　

 

う
ま
く
い
か
な
い

※この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金および社協会費、寄付金の一部で作成しています。
社会福祉法人 山都町社会福祉協議会 本部（清和事務所）82-3318　矢部事務所 72-3211　蘇陽事務所 83-1751編集・発行

山都町社会福祉協議会一般会費のお願い 日赤会費納入のお願い

「令和７年度実績」
4,407件

4,407,000円

「令和７年度実績」
4,370件

2,186,672円

法律相談日のご案内
　令和８年６月～令和８年９月の弁護士による法律相談
は下記の日程で開催いたします。
　ご確認の上、ご利用ください。
時間：午前10時～午後３時　相談料：無料

　今年度も８月から山都町全世帯を対象に一般会費へのご
協力をお願いいたします。
　会費は一世帯千円です。会費については「住民主体」の
原則のもとに、地域福祉活動・見守り活動の推進のため活
用させていただきます。
　並びに、特別会費へのご協力もお願いいたします。
　町民の皆様方のご協力とご支援をよろしくお願いいたし
ます。

　今年も６月から赤十字会員運動が始まります。山都町で
も区長、組長、世話係の皆様を通して運動を実施いたしま
す。会費は１世帯500円です。お寄せいただいた会費は被
災地支援や子どもたちに対する防災教育などの日本赤十字
社の活動に役立てられます。皆様のご理解とご協力をお願
い致します。

【救援物資】
　いただいた社資により、地震や豪雨等の災害や火災等
により被災された方々に、日赤各地区分区（各市町村や
社会福祉協議会）から毛布や「安眠セット」「緊急セット」
をお届けします。
　被災者支援のためのご協力をよろしくお願いいたし
ます。

開催日 曜日 地区名 開催場所

６ 18 木 蘇陽 蘇陽支所

７ 16 木 矢部 矢部保健福祉センター千寿苑

８ 27 木 清和 支援ハウス清楽苑

９ 17 木 蘇陽 蘇陽支所
※日程等が変更になる場合は防災無線でお知らせいたします。

　山都町社協では、ボランティア活動に対応する保険の
申し込みを受け付けています。日常のボランティア活
動、災害ボランティア活動など、活動する個人・団体を
対象としています。
　なお、保険の種類によって保険料などが異なります。
お気軽にお問い合わせください。
○保険期間　令和８年４月１日から
　　　　　　令和９年３月31日まで

令和８年度ボランティア活動保険のご案内

基本プラン 350円
天災プラン 500円

暖を取ったりと、
避難所生活に欠かせません。

避難所生活に必要な物が
収納されています。

山都町社協だより6


